
女
子
大
國
文
 
第
百
三
十
五
号
 
平
成
十
六
年
六
月
三
十
日

中
古

の
指

示
副
詞

「か
う
」

に

つ
い
て

「
か
く
」

と

の
比
較

に
み
ら
れ

る
そ

の
位
相
性

井

上

博

嗣

は
 
じ
 
め
 

に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぴ
 

 
古
代

語

の
陳
述
副
詞

に

つ
い
て
個

々
の
語

の
そ

の
意
味
用
法
を
平
成
七
年
以
来

小
稿

に
述

べ
て
き
た
。

こ
こ
暫

く
は
指
示
副
詞

「さ

・
か
く
」

の
程
度

副
詞
性

・
陳
述
副
詞
を
考
察

し
て
き

て

い
る
。
そ

の
中

で
、

「か
う
」
は

「
か
く
」

の
音
便

化
し
た
も

の
で
文
法
的
意
味

用
法
は
基

本

的
に
は
変

ら
ぬ
も

の
に
思
え

る
が
、
後
出

の

「か
う
」

は
そ

の
文
体
的

(全
体
的

・
個
人
的
)
用
法
が

「
か
く
」
と
同

一
と
言
え
ぬ

か
に
感

じ

て
き
た
。

明
確

に
言
え

る
最

た
る

こ
と
は
、

「
か
く
」

は
和
歌
や
そ

の
詞
書
に
用

い
ら
れ
る
が
、

「
か
う
」

は
そ
れ
ら
に
全
く
用

い
ら
れ

る
こ
と

が
な

い
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
こ
と

の
位
相
性
を

「か
う
」

の

「か
く
」
と

の
比
較

に
お

い
て
、
文
法
的
用
法

・
会

話
語
性

・
地

の
文
語
性
や
作

品
群

の
相
異
、
個

々
の
作
品

に
依
る
差

の
中

に
求

め

て
み
た
が
確
た

る
も

の
を
見

い
出
せ
ず
に
終

っ
て
い
る
。
本
稿

は
そ
の
検
証
報
告

に
過
ぎ

な

い
。

こ
の
分
野

で
研
鎭
を
積
ま
れ

て
い
る
方

へ
の
御
参
考

に
な
れ
ば
と
願

っ
て
の
こ
と

で
あ
る
。

 
資
料

と

し
た
も

の
は
、

ほ
ぼ

従
来

同
様
、
竹
取

・
伊
勢

・
大
和

・
う

つ
ほ

・
落
窪

・
源
氏
物

語
、
土
左

・
和
泉
式
部

・
紫
式
部

・
か
げ

ろ

ふ

・
更
級

日
記
、
枕
草

子
、
大
鏡

・
栄
花
物
語
、
古
今
和
歌
集
か
ら
千
載
和
歌
集

に
至
る
勅
撰
和
歌
集

に
み
ら
れ

る

「
か
う
」
・
「か
く
」

の
全
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用
例

で
あ
る
。
源
氏
物
語
は
対
校
源
氏
物
語
新
繹
、
勅
撰
和
歌
集
は
新
編
国
歌
大
観
、
他
は
全

て
日
本
古
典
文
学
大
系

の
本
文

に
依

っ
て
い
る
。

従

っ
て
例
文
に
示
す
頁
数

・
行
数
な
ど

は
全

て
そ
れ
ら

の
も

の
で
あ
る
。

 

 

 

 
 

e

、

全

般

的

な
用

い
ら

れ

方

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

た
 

 

ま
ず

、

全
資

料

に

み
ら

れ
る

「
か
く

」

の
使

用

例

二
〇

五
七
例

に
対

し

て
、

「
か
う

」

の
そ

れ

は

四
三

四
例
と

少

な

い
。

「か

う

」

の
用

例

数

は

「
か

く

」

の
二

一

・

一
%
に
す

ぎ

な

い
。

「か

く
」

の
方

が
よ

り

一
般

的

に
使

用

さ

れ

て

い
た

と
言

え

る
。

 

又
、

「
か

く
」

は
資

料

と
し

た
全

作

品

に

用

い
ら

れ

て

い
る
が

、

「か

う

」

は

選

り

好

み

が

あ

る
。
全

く

用

い
ら

れ

て

い
な

い
作

品

に
、

竹

む
 
 
 
 
 
 
 
 

せ
る

取

・
伊
勢

物
語
、
土
左

日
記
、
全

て
の
勅
撰
和
歌
集
が
あ
る
。

 

竹
取

・
伊
勢
物
語
、
土
左
日
記
は
成
立
年
代

の
古
さ
、
男
性

の
手
に
な
る
作
品
と
云
う
点

で
共
通
し
て
い
る
。

又
、
伊
勢

物
語
と
勅
撰
和
歌

集

は
和
歌
と
そ
れ

の
説

明
文
と

も
言

い
う

る
点

で
共
通
し
て

い
る
。

「か
く
」
は

こ
れ
ら

の
文
体

(全
体
的
)

に
何

の
抵
抗

も
な
く
用

い
ら
れ

て
い
る

の
に

「
か
う
」
は
そ
れ

に
馴
染
め
な

い
語
な

の
で
あ
る
。
大
和
物

語
の

「
か
う
」

の
使
わ
れ
方
も
そ
の
延
長
上
に
あ
る
か
と
思
う
。
大

和
物
語

に
お

い
て
は
、

「か
く
」
四

四
例

の
使
用
例
に
対

し
て
、

「
か
う
」
九
例

の
使
用
は
、

「
か
く
」
の
二
〇

・
四
五
%

で
あ
り
、
全
用
例

で

の

「
か
く
」
の
使

用
例

に
対
す

る

「
か
う
」
の
使
用
率
と
変
ら
な

い
が
、
物
語
中

で

の
使
用

の
あ
り
ょ
う
が
大
き
な
片
よ
り
を
示
す
。

つ
ま
り
、

和
歌
に
対
す
る
説
明
文

(物
語

文
)
が
長
く
な
る

=
二
一二
段
以
後

の
章
段
に
限
ら
れ
て

い
る
。

又
、
大
鏡

で
の

「
か
う
」

の
使

用

二
例
も
慣
用

句
的
表
現
と
言

え
な

く
な

い

(後
述
)
。
男
性

の
手
に
な
る
も

の
の
線
上

に
あ
る

の
か
と
も
思
う
。
尚
、
栄
花
物
語

「
か
く
」

二
六

一
例

に
対

し
て

「か
う
」

四
五
例

二

七

・
二
%
)
は
全
例

で
の
比
率
よ
り
三
%
程
下
が

る
が
、

十
分
に
存
在
感

は
あ
る
。

 

「
か
う
」
が

「か
く
」
と
使

用
例
数

に
お

い
て
そ

こ
そ

こ
肩
を
並

べ
る

の
は
、
紫
式
部

日
記

・
更
級

日
記
と
枕
草
子

で
あ
る
。
紫
式

部

日
記

は

「
か
く
」

=

二
例

に
対
し
て

「
か
う
」

=

例
で
そ

の
比
率
は
八
四

・
六
%
、
更
級

日
記
は

「か
く
」
五
例
に
対
し
て

「か
う
」
四
例

で
そ

中
古

の
指
示
副
詞

「
か
う
」
に

つ
い
て
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の
比
率

は
八

〇
%

、

枕

草

子

は

「
か
く

」

二
四
例

に
対

し

て

「
か
う

」

一
九
例

で
そ

の
比
率

は

七
九

・
二
%

で
あ

る
。

日
記

の
二
作

品
、

随

筆

と
さ

れ

る
も

の
に
際

立

つ
。

ち

な

み

に
源

氏

物

語

の
そ
れ

は
、

「か

く
」

八

一
五
例

に
対

し

て

「か

う
」

は

二

三
四
例

で
二
八

・
七
%

と

な

る
。

紫

式

部

日
記

で

の
八

四

・
六
%

と

比

べ
る

と
作

品

群
的

文
体

的

差
違

と
言

え

よ
う
。

逆

に
和
泉

式

部

日
記

は
、

「か

く
」

=

二
例

に
対

し

て

「
か

う
」

は

一
例

し

か

み

ら
れ

な

い
。
和

泉

式

部

日
記

は
紫

式

部

日
記
と

ほ
ぼ

同
時

期

に
成
立

し

て

い
る
と
さ

れ

て

い
る
。

と
す

れ

ば

作

品

群
的

差

違

は
紫

式

部

に
あ

っ
て

の

こ
と

で
少
な

く
と

も

和
泉
式

部

日
記

に
お

い

て
は
個

人
的

文
体

に
求

め

る
し

か
な

い
。

枕

草

子

も
随

筆

と

云
う

文
体

の
必
然

す

る
も

の
か
、

著

者

個

人

の
文
体

の
も

た

ら
す

も

の
か
結

論

し

に

く
く
な

る
。

 

竹
取

・
伊

勢

・
大

和

・
う

つ
ほ

・
落

窪

・
源

氏
物

語

を
物

語
群

、

土

左

・
和
泉

式

部

・
紫

式
部

・
か
げ

ろ

ふ

・
更

級

日
記
を

日
記

群

、
枕

草

子
を
随

筆
、

大

鏡

・
栄

花

物

語

を
歴

史

物

語

群

、
勅

撰

和

歌
集

を

和
歌

集

群

と

称
す

る
と

、

「か

く
」

に
比

べ

て

「か

う

」

の
使

用
率

の
高

い

の
は
、

随

筆

の
七

九

・
二
%

を

筆

頭

に

日
記

群

の
二
九

・
七

%
、

物

語

群

の
二

一
・
九
%

、

歴
史

物

語
群

の

一
四

・
二
%

と
な

る
。

日
記
群

の

数

値

を

抑
え

て

い
る

の
は
土

左

日
記

の
○
例

、

和
泉

式
部

日
記

の

一
例

使
用

で
、

物

語
群

で

の
そ
れ

は

竹
取

・
伊

勢

物

語

の
○

例

で
、

歴
史

物

語

で

の
そ
れ

は
大
鏡

の
二
例

使

用

に

依

る
。

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

め
ら

 

「
か
う

」

に

つ
い
て
は

、

そ

の

口
語
性

が

問
題

に
さ

れ
も

し
て
き

た
。

「
か
く

」

と

の
比
較

に
お

い
て
そ

の
事

を

次

に

み
る
。

 

「
か

く
」

の
全

例

二
〇

五

七

例

中

、
会

話

文

で
の
使

用

は

八

六
〇

例

で
四

一
・
八

%
、

心

中

表

現

で

の
使

用

二

一
〇
例

で

一
〇

・
二
%
、

地

の
文

で

の
使

用

八

八

八
例

で

四
三

・
二
%

、

消

息

文

で

の
使

用

二
九

例

で

一
・
四
%

、

和
歌

で

の
使

用

七

〇
例

で
三

・
四
%

と
な

り
、

会
話

文

系

で

の
使
用

は
八

六

〇

+
二

一
〇

例

計

一
〇

七

〇

例

で
五

二
%

と
中

半

を

少

し
上

ま
わ

る
。

「か
く

」
は
会

話

語
文

系

地

の
文

系

ほ
ぼ

同

じ
よ

う

に
用

い
ら

れ

て

い

る
。

 

「
か

う
」

の
そ
れ

は
、
全

例

四

三

四

例

中
、

会

話

文

で

の
使

用

二
三

九

例

で

五

五

・

一
%

、

心
中

表

現

七

八

例

で

一
八
%

、

地

の
文

で

の
使

用

一
〇

三
例

で

二
三

・
七

%
、

消
息

文

で

の
使

用

一
四
例

で

三

・
二
%

と

な

る
。

「
か
く

」

の
会

話

文

系

で

の
使

用

二
三

九

+
七

八

11
三

一
六
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例
は
七

二

・
八
%
と
な

り
、
そ

の
口
語
性

の
高
さ
を
物
語
る
。

 

こ
の

こ
と
を
先

の
作
品
群
別

に
み
る
と
、

 
物
語
群

で
の

「
か
く
」

の
使
用

一
五
二
二
例
中
、
会
話
文

で
の
使
用
七
四
四
例

で
四
八

・
九
%
、

心
中
表
現
で

の
使
用

一
六
〇
例
で

一
〇

・

五
%
、
地

の
文

で

の
使
用
五
七
六
例
で
三
七

・
八
%
、
消
息
文
で

の
使
用
二
四
例

で

一
・
五
八
%
と
な

り
、
会
話
文
系

で
の
使
用
率
は
五
九

・

四
%
と
な

る
。

先

の
全
用
例
で

の
そ
れ
よ
り
七

・
四
%
高

い
。

 

日
記
群

で
の

「
か
く
」

の
使
用

一
一
八
例
中
、
会
話
文

で
の
使
用

一
七
例

で

一
四

・
四
%
、
心
中
表

現
で
の
使
用

=
二
例
で

一
一
%
、
地

の

文

で

の
使
用
七
九
例

で
六
六

・
九
%
、
消
息
文
で
の
使
用
五
例
で
四

・
二
%
、
和
歌

で
の
使
用
五
例

で
四

・
二
三
%
と
な
る
。
会
話
文
系
で

の

使
用
率

は
二
五

・
四
%
と
な
り
、
地

の
文
系
で

の
使
用
率
七
四

・
六
%
は
、
地

の
文
系
で
の
使
用

の
多
さ
を
示
す
。
先

の
全

用
例

で
の
地

の
文

系
使
用
率

四
〇

・
六
%
を
も
大
き
く
上
ま
わ
る
。
そ
う
さ
せ

て
い
る
最
た
る
も

の
は
土
左

日
記
で
、

=
二
例
中
全
例
が
地

の
文
で

の
使
用
で
あ

り
、
次

い
で
、

か
げ
ろ

ふ
日
記

で
の
使
用
七
四
例
中
地

の
文

で
の
使
用
四
九
例

の
六
六

・
二
%
が
高

い
。
会
話
文

で
の
使
用

(
三
例
)
が
地

の

文

で

の
使

用

(
二
例
)
を
上
ま
わ
る

の
は
、
唯

一
更
級

日
記

で
あ
る
。

 
随
筆

で
の

「
か
く
」

の
使
用
例

二
四
例
中
、
会
話
文

の
使
用

一
五
例

で
六
二

・
五
%
、
地

の
文
の
使
用
例

二
五
%
、
消
息
文
で

の
使
用
三
例

で

一
二

・
五
%

と
な

り
、
会
話
文
系
で

の
使
用
率
が
六

二

・
五
%

と
全
例

の
そ
れ
を

一
〇
%
余
り
、
物
語
群

で
の
そ
れ
を
も
三
%
余
り
上
ま
わ

る
。
 
歴
史

物
語
群

で
は
日
記
群
同
様

に
地

の
文
系
で
の
使
用
が

目
立

つ
。
全
例
三
三
五
例
中
、
会
話
文

で
の
使
用
八
四
例

で
二
五

・
一
%
、
心
中

表

現

で
の
使
用
三
四
例

で

一
〇

・
一
%
、
地

の
文

で
の
使
用

一
二

六
例

で
六
四

・
五
%
と
な
り
、

日
記
群

の
地

の
文
系
使
用
率
七
四

・
六
%
に

一
〇
%

程
及
ば
な

い
が
会
話
文
系
を
か
な
り
上
ま
わ

る
。

 

以
上

の
よ
う
な

「か
く
」
に
対
し

て
、

「
か
う
」
は
、
以
下

の
よ
う

で
あ

る
。
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中
古

の
指
示
副
詞

「か
う
」
に

つ
い
て



 
物
語
群

で

の

「か
う
」

の
全
例
三
三
三
例
中
、
会
話
で
の
使
用
二
〇
六
例

で
六

一
・
八
六
%
、

心
中
表
現
で
の
使
用
六
四
例
で

一
九

・
二
%
、

地

の
文

で

の
使
用
五
八
例

で

一
七

・
四
%
、
消
息

文
で
の
使
用
五
例

で

一
・
五
%
と
な
る
。
会
話
文
系

で
の
使
用
率
は
八

一
・
〇

六
%

で

「か

く
」

の
場
合

の
五
九

・
四
%
よ

り
二

一
・
七
%
も
高

い
。

「か
う
」
全
例
で

の
使
用
率
七
二

・
八
%
よ
り
も
九
%
程
高

い
。

「
か
う
」

は
物
語
群

に
あ

っ
て
は
会
話
文
系

の
文
に
大
方

が
使
用
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

 
日
記
群

で

の

「か
う
」

の
全
例
三
五
例
中
、
会
話
文

で
の
使
用

一
〇
例

で
二
八

・
六
%
、
心
中
表
現

で
の
使
用
六
例
で

一
七

・
一
%
、
地

の

文
で

の
使
用

一
五
例

で
四

二

・
九
%
、
消
息
文

で
の
使
用
四
例

で

一
一
・
四
%
と
な
る
。

地

の
文
系
で
の
使
用
率
が
五
四

二
二
%

と
な
る
。

こ

の
こ
と
は

「
か
く
」

の
そ
れ

の
七

一
・
一
%

に
は

一
六

・
八
%
も
低

い
が
、
会
話
文
系

の
そ
れ
を
上
ま
わ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

 
中
に
あ

っ
て
極
端
な

の
は
更
級

日
記

で
使
用
四
例
全

て
地

の
文

で
あ

る
。

そ
の
更
級

日
記
は

「か
く
」
を
三
例
会
話
文
で
用

い
、
地

の
文
で

の
二
例
を
上

ま
わ

っ
て
い
る
。
和
泉

式
部

日
記
は
会
話
文
に

一
例
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

更
級

日
記
は

「か
く
」

に
お

い
て
は
日
記
群
全
体

で
の
あ

り
よ
う
に
反
し
、

「
か
う
」

に
お

い
て
は
そ

の
傾
向
を
極

め
る
あ
り
よ
う
で
あ

る
。

「か
う
」

の
日
記
群

で
の
使
用
例

三
五
例

の
大
半
を

占
め
る
紫
式
部

日
記

で
の

=

例
と
か
げ
ろ
ふ
日
記

の

一
九
例

の
計
三
〇
例

は
、
紫
式
部

日
記
で
は
地

の
文
系

の
使
用
が
会
話
文
系

で
の
そ
れ

を

一
例
上
ま
わ
り
、

か
げ
ろ

ふ
日
記

で
は
逆

に
会
話
文
系

で
の
使
用
が
地
の
文
系

で
の
そ
れ
を

一
例
上
ま
わ

っ
て
い
る
。

そ

の
限
り

で
両

日
記

合
せ

て
の
使

用
は
、
会
話
文
系
、
地

の
文
系
五
分
五
分
と
な

っ
て

い
る
。
更
級
日
記

で
の
地

の
文
系

で
の
四
例

の
使
用
が
全

て
で
あ
る
と
云
う

あ
り
よ
う
が
、

こ
の
群

で
の

「
か
う
」

の
地

の
文
系
使
用
傾
向
を
決
定

し
て
い
る
と
も
言
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

 
随
筆

で
の

「か
う
」

の
全
例

一
九
例
中
、
会
話
文

で
の
使
用

=
二
例

で
六
八

・
四
%
、
心
中
表
現

で
の
使
用
三
例

で

一
五

・
八
%
、
地

の
文

で

の
使
用
三
例

で

一
五

・
八
%
と
な

る
。
会
話
文
系

で
の
使
用
率

は
八
四

・
二
%
と
な
り

「か
く
」

の
そ
れ

の
六

二

・
五
%
を
二
二
%
程
も
上

ま
わ

る
。

「
か
う
」

の
物
語
群

の
そ
れ

の
八

一
・
一
六
%
よ
り
も
さ
ら
に
高

い
が
同
傾
向

に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

 
歴
史
物
語

で
の

「
か
う
」

の
全
例

四
七
例
中
、
会
話
文
で
の
使
用

=
二
例

(大
鏡

で
の
二
例
を
含
む
)

で
二
七

・
七
%
、
心
中
表
現

で
の
使
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用

九
例

で

一
九

・
一
%
、
地
の
文

で
の
使
用

二
五
例

で
五
三

・
二
%
と
な
る
。
地

の
文
系

で
の
使
用
率
が
五
三

・
二
%

(大
鏡

で
の
二
例
を
除

く
と
五
五

・
六
%
)
と
な

る
。

地

の
文
系

で
の
使

用
が
会

話
文
系

で
の
そ
れ
を
上
ま
わ
る
が
、

「か
く
」

の
こ
の
場
合

の
そ

の
比
率
六

四

・
五

%

よ
り

=

%
程
低

い
。

「か
う
」

の
日
記
群

の
そ
れ

の
五
四

・
三
%
と
ほ
ぼ
並
び
同
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。

 

以
上
よ
り
す
る
と
、

「
か
く
レ
は
全
体

と
し

て
は
、
会
話
文
系

・
地
の
文
系

い
ず
れ
も
そ

の
使
用
数
は
ほ
ぼ

同
数

と
言
え
、

そ

の
限

り
に
お

い
て

口
語
性
が
強

い
と
言
え
な

い
が
、

「か
う
」
は
会
話
文
系

で

の
使
用
が
地

の
文
系
を
使
用
数

に
お

い
て
大
き
く
引
き
離

し
、

そ

の
こ
と
に

お

い
て
口
語
性
が
強

い
と
言
え

る
。

 

そ

の
こ
と
を
作

品
群
別
に
ま

と
め
る
と
、

 

物
語
群

で
は
、

「
か
く
」
も
会
話

文
系

で
の
使
用
率
が
ほ
ぼ
六
〇
%
と
な

り

口
語
性

の
強
さ
を
思
わ
せ
る
が
、
「
か
う
」

は
八
〇
%
余

り
と
会

話
文
系

で
の
使
用

が
大
方
を
占

め

口
語
性
が
極
め

て
強

い
。

 

日
記
群
と
な

る
と

「
か
く
」

は
地

の
文
系

で

の
使
用
率

が
ほ
ぼ

七
五
%

と
大
方
を
占

め
る
に
対
し
て
、

「
か
う
」
で

の
そ
れ
は
会
話

文
系

・

地

の
文
系

ほ
ぼ

同
数
的

で

「
か
く
」

に
み
ら
れ
る
文
語
性

の
強
さ

は
な

い
。
ご
く
普
通

の
語
と

し
て
あ

る
と
言
え
よ
う
か
。

 

随
筆
と
な

る
と

「
か
く
」
も
会

話
文
系

で
の
使
用
が
多

い
が
、

「
か
う
」
は
そ
れ

以
上
に
多

く
大
方
を
占
め
物
語
群

の
場
合

に
極

め

て
類
似

す

る
。

 

歴
史
物
語
と
な

る
と
、

「か
く
」

の
地

の
文

で
の
使
用
率

は
高
く
な

り
、

「か
う
」
も
地

の
文
で
の
使
用
が
中
半
を
こ
え
、

日
記
群

に
類
似
す

る
傾
向
を
有
す
る
。

 

「
か
う
」
は
、

い
ず

れ

の
場
合

に
お

い
て
も

「か
く
」
よ
り
会

話
語
文
系

で
用

い
ら
れ
や
す

く
作
品
群

(物
語
群

・
随
筆
)

に
お

い
て
は
八

割

の
使
用
率
を
も

つ
こ
と
か
ら
も

口
語
性
が
強

い
と
言
え
る
。

た
だ
そ

の
こ
と
か
ら

「
か
う
」
が
和
歌
や
そ
の
詞
書
的
な
も

の
に
お

い
て

一
切

用

い
ら
れ
な

い
こ
と

の
理
由
は
見

い
出

せ
な

い
。

そ
れ
は
和
歌
に
対
す

る
当
時

の
人

の
特
別
な
或

る
思

い
に
お
い
て
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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中
古
の
指
示
副
詞

「か
う
」
に

つ
い
て



「か
う
」

の
会
話
語
性
を
次
ぎ

に

「
か
う
」

の
文
法
的
用
法
に
お
い
て

「
か
く
」
と

の
比
較
に
お
い
て
考
え

て
み
る
。

⇔
、
文
法
的
用
法
別

で
の
用

い
ら
れ
方

 

ω

、

「あ

り

・
な

り

・
成

る
」

の
賓

語
と

し

て
用

い
ら
れ

て

い
る
場
合

 

「か

く

」

の
使

用

例

は

一
二

一
例

で
全

用

例

二
〇

五
七
例

の
五

・
九

%

と
な

る

に
対

し

て
、

「
か
う
」

の
そ

れ

は

二
六
例

で
全

用
例

四

三
四

例

の
五

・
九

九
%

と

な

り
、

両

語
と

も

に

ほ
ぼ

同

比
率

を
占

め

る
。

こ
の
項

で

の
使

わ
れ

よ
う

は
両

語
と

も

に
同
様

の
比
率

と

言
え

る

の

で
あ

る
。

一
二

一
例

中
会

話

文

で

の
使

用

五

三
例

で
四

三

・
八
%

、

心
中
表

現

で

の
使

用

一
七
例

で

一
四
%

、
地

の
文

で

の
使

用

四

七
例

で

三

八

・
八
%

、

消

息

文

で

の
使

用

一
例

で
○

・
八
%

、

和

歌

で
の
使

用
三
例

で

二

・
五
%

と
な

り
、

会

話

文

系

で

の
使

用
率

が

五
七

・
八

%

を
占

め

る
。

 

「か

う

」

の
そ

れ

は
全

例

二

六
例

。

会

話

文

で

の
使

用

一

一
例

で
四

二

・
三
%

、

心

中
表

現

で

の
使

用

八
例

で
三

〇

・
八
%

、

地

の
文

で

の

使

用

七

例

で

二
六

・
九

%

と
な

り
、

会

話

文

系

で

の
使

用
率

が

七

三

・
一
%

と

「か
く

」

の
場

合

を

一
五

・
三
%

も

こ
え

る
。

 

物

語
群

で

の

「
か

く
」

の
全

用

例

一
五

二
三
例

中
、

こ

の
項

で

の
使

用

五

八
例

で
三

・
八

%

、

「
か
う

」

の
そ
れ

は
全

用

例

三

三

三

例

中

一

二
例

で
三

・
六
%

と
な

り
、

両

語

の
使

用

比

率

は

こ
の
作

品
群

に

お

い
て
も

ほ
ぼ

変

ら
な

い
。

 

こ

の
群

で
使

用

例

の
な

い
の
は
、

「か

く
」

は
伊

勢

物

語
だ

け

で
あ

る
が
、

「
か
う
」

は
竹

取

・
伊
勢

・
大

和

・
落
窪

物

語

に

み

ら
れ

な

い
。

う

つ
ほ
物

語

に
五

例
、

源

氏

物

語

に
七

例

み
ら
れ

る

に
と

ど
ま

る
。

 

「
か
く

」

の
会

話

文

で

の
使

用

は

三
七

例
で

六
三

・
八
%
、

心

中

表

現

で

の
使

用

一

一
例

で

一
九

%
、

地

の
文

で

の
使

用

七
例

で

一
二

・

一

%
、

消

息

文

で

の
使

用

一
例

で

一

・
七
%

、

和
歌

で

の
使

用

二
例

で
三

・
四
五
%

と

な

る
。

会
話

文

系

で

の
使

用
率

は
七

四

・
八

%

と
な

り
、

全

体

で

の
そ
れ

の
五

二
%

を

二
三

%

近

く
も

上
ま

わ

る
。

「
か
く

」

は
、

こ

の
項

で
会

話

文
系

に
用

い
ら

れ
や

す

い
。
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「
か

う

」

の
会

話

文

で

の
使

用

は
七

例

で
五

八

・
三
%

、

心

中

表

現

で

の
使

用

五

例

四

一

・
七

%

で
、

地

の
文

・
消
息

文

で

の
使

用

例

が
全

く
な

い
。

会

話

文

系

で

の
使

用
が

一
〇
〇

%

な

の

で
あ

る
。

「
か
く

」

の
七
四

・
八
%

を
さ

ら

に
大

き
く

上

ま
わ

る
。

「
か
う
」

の
全

体

で
そ

れ

の
七

二

・
八
%

を

も

大

き
く
上

ま

わ

る
も

の
で
あ

る
。

尚

、

「か

く

」

の
和

歌

で
の

二
例

は
う

つ
ほ
物

語

に

み
ら

れ

る
次

の

二
首

で
あ

る
。

・
そ

こ
に

か

く
有

り

と

き

こ
ゆ

る
今

よ

り
ぞ

、

い
ひ

て
し

こ
と

も

思

ひ
し
ら

る

}

・
こ

ン
に

か

く
あ

る

ど
ち
誰

か
焼

工
ざ

り

し
 
袖

の
水

尾

に
も

ぬ

る

み
や

は

せ

し

国
譲
中

二
一
工
ハ
(六
)

国
譲

下

二
八

一
(四
)

 

日

記

群

で

の

「
か

く
」

の
全
例

一
一
八
例

中
、

こ
の
項

で

の
使

用

一
六

例

で

=
二
・
六
%

、

「か

う
」

の
そ

れ

は
全

例

三

五
例

中

一
例

で
二

・

九

%
。

「
か
う

」

の
使

用

は
無

き

に
等

し

い
。

「か

く
」

一
六
例

の
中
、

会

話

文

で

の
使
用

三
例

で

一
八

・
八

%
、

心

中
表

現

四
例

で

二
四
%

、

地

の
文

八

例

で
五

〇
%

、
和

歌

一
例

で
六

・
二
五
%

と
な

る
。

地

の
文
系

が

中
半

を
占

め
る
。

「
か
う
」

の

一
例

は
か
げ
ろ
ふ
日
記

の
も

の
で
会
話
文
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

「
か
く
」

の
地

の
文

で
の
使

用
率
は
物
語
群

の
そ
れ

の
傾
向
に
馴
染
ま
ぬ
も

の
で
あ

る
。

和
歌

で
の

一
例
は
か
げ
ろ
ふ
日
記

の
も

の
で
あ
る
。

・
身

ひ
と

つ
の
か
く
な
る
た
き
を
尋
ぬ
れ
ば
さ
ら
に
か

へ
ら
ぬ
水

も
す
み
け
り

中
二
三
四
(十
)

 

随

筆

に

お

い

て
は

、

「か
く

」

は

二
例

、

「か

う

」

は

一
例

で
問

題

に
し

に
く

い
例

数

で
あ

る
。

 

歴

史

物

語

群

の

「か

く
」

の
全

例

三

三

五
例

中
、

こ
の
項

で

の
使

用

四
四

例

で

=

二

・
=

二
%

。

「
か
う

」

の
そ

れ

は
全

例

四

七
例

中

一
二

例

で

二

五

・
=

二
%

と

な
り

、

「か
く

」

の
比
率

を

二
倍

近

く
上

ま

わ

る
。

又
、

「
か
く

・
か
う
」

共

に
全

例

で

の

こ
の
項

の
比

率

六
%

弱

を
大

き

く

上

ま

わ

る

。

「
か
う

」

の
方

が

「か

く
」

よ

り

こ

の
群

の

こ

の
項

に

お

い

て
倍

ほ
ど

用

い
ら

れ

や
す

い
と

言

え

る
。

た
だ

大

鏡

に

は

二
例

し

か

み

ら

れ
ず

、

会

話

文
中

で

の
意

味

用

法

は
必

ず

し
も

本

稿

の
他

の
例

と

同

一
の
も

の
と

し

て
扱

う

に
相

応

し

い
と

言

え

ぬ

も

の
が

あ

る
。
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中
古

の
指
示
副
詞

「か
う
」

に

つ
い
て



・
「…

、
を

い

の
学

問

に
も

う

け
給

は
り
あ

か
さ

ま

ほ
し

う

こ
そ
侍

れ
」

と

い

へ
ば

、

重

木

も
た

ゴ
、

「
か
う

な

り
/
＼

。

さ

ら
ん

お

り

は
、

か

な

ら

ず

つ
げ

給

ふ

べ
き
な

り
。

…
」

第
六
巻

二
七
七

(十
)

 

こ
の
場
合

の

「
か
う
な

り
く

」
は
、
相
手

の
発
言
を
諾
う

「
そ
う
だ
く

」
と
云

っ
た
意
味

で
、
極
め

て
慣
用
句

性

の
強

い
も

の
か
に
思

え

る
。
も

し
そ
う

で
あ
れ
ば
除
外
す
べ
き

で
、
そ
う
す

る
と
大
鏡

の

「
か
う
」

の
使
用
例
は
無

い
こ
と
に
な
る
。

 
歴
史
物
語
群

で
の

「
か
く
」

の
全

用
例

四
四
例
中
、
会
話
文
で

の
使
用

一
二
例
で
二
七

二
二
%
、
心
中
表
現
で

の
使
用
二
例

で
四

・
五
%
、

地

の
文

で
の
使
用
三
〇
例

で
六
八

・
二
%
と
な

る
。
地

の
文
系
で
の
使

用
率
が
七
〇
%
に
近

い
。

 

「か
う
」

の
そ
れ

(大
鏡

の
二
例
を
除

く
)

は
全
例

一
〇
例
中
、
会
話
文

で
の
使
用

一
例
で

一
〇
%
、
心
中
表
現

で
の
使
用

二
例

で
二
〇
%
、

地

の
文

で

の
使
用
七
例
で
七
〇
%
と
な
る
。

地

の
文

で
の
使
用
率
が

「
か
く
」
に
ほ
ぼ
並
ぶ

の
で
あ

る
。

そ
し
て
物
語
群
で

の

「か
く

・か
う
」

の
傾
向
と
同

じ
く
す
る
。

尚

「
か
う

」

に
あ

っ
て

は

「あ

り

」

の
尊

敬

語

「お

は
す

」

の
賓

語

と

し

て
用

い
ら

れ

る

こ
と
が
多

い
。

・
折

し
も

こ

墨
に

て
か

う

お

は

し
ま
す

を

、
家

主

も

め

で
た

き
事

に
思

ひ
、

人

く

も

い
み

じ
う
申

給

へ
り
。

巻

第

四
・

一
四
七

(十

二
)

 

こ
の
項

で

の

「か
く

・
か
う
」
各

々
の
全
用
例

に
対
す

る
使
用
率

は
共
に
六
%
弱
と
美
事
な
程

一
致
す
る
。
即
ち
文
法
的

用
法

で
の
使
用

の

片
よ

り
は
少
な
く
と
も

こ
の

「あ
り

・
な

り

・
成

る
」

の
賓
語
と
し
て
の
用
法
に
用

い
ら
れ

る

「
か
く

・
か
う
」
に
差
は
な

い
。
作
品
各
群

に

お
け

る
会
話
文
系

・
地

の
文
系
使
用
比
率
と
な
る
と

こ
の
項
と
し
て
の
特
色
が
あ
る
。

 
物

語
群

で
は
、

「
か
く

・
か
う
」
と
も

に
会
話
文
系

の
使
用
例
が
地

の
文
系

の
そ
れ
を
圧
倒
す
る
。

「
か
う
」

に
あ

っ
て
は

一
二
例
全
例
が
会

話
文
系

で
使
用
さ
れ

て
い
る
。

 

日
記
群
で
は
、

こ
の
項

の
全

用
例

に
対
す

る
使
用
比
率
が

「か
く
」
の
方
が

「か
う
」
よ
り
高
く
、
「か
く
」
が
用

い
ら
れ
や
す

い
。

「
か
く
」

は
地

の
文
系

で
の
使
用
が
中
半
を

こ
え
る
。

「
か
う
」

は
僅
か
に
会
話
文
で
の
使
用
例
が

一
例
み
ら
れ
る

の
み
で
あ

る
。
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歴

史

物

語

群

で

は
、

こ

の
項

の
全

用

例

に
対

す

る
使

用

比

率

が

「
か
う

」

の
方
が

「
か
く
」

よ

り
高

く

「
か
う

」

の
方

が
用

い
ら

れ

や

す

い
。

「
か
く

・
か

う
」

と

も

に
地

の
文

で

の
使

用

率

が

七
割

程

で
会

話
文

系

の
そ
れ

を

か
な

り
上

ま

わ

る
。

 
②

、

「言

ふ

・
思

ふ

・
す

・
見

る

・
聞

く

」
な

ど

の
内

容

を

示
す

も

の

の
場
合

 

「か

く

」

全
体

と

し

て
五

六
〇

例

を
数

え

、
全

用
例

二
〇

五

七
例

の

二
七

・
二
%

を
占

め

る

の
に
対

し

て
、

「
か
う

」
全

体

と

し

て

=

二
例

を
数

え

、
全

用
例

四

三

四
例

の
二
五

・
八
%

を

占

め

る
。

両

語

の
比
率

は
さ

し

て
変

ら
ず
、

こ
の
意

味

用
法

に
用

い
ら

れ

る
割
合

は

両
語

と

も

に

同
様

と

言

え

る
。

 

「
か

く

」

の
会

話

文

で

の
使
用

例

は

一
七

〇

例

で
、
全

例

五

六
〇

例

中

の
三

〇

・
四
%

、

心

中

表

現

は
四

七

例

で

八

・
四
%

、

会

話

文

系

で

の
使

用

率

は

三

八

・
八

%

と
な

る
。

「
か
う

」

の
会

話

文

で

の
使

用

例

六

八

例

で
、
全

例

一
一
二
例

中

の
六

〇

・
七

%

、

心
中

表

現

は

一
六

例

で

一
四

・
三
%

、

会

話

文

系
で

の
使

用

率

は

七

五
%

と

な

る
。
全

体

と

し

て

み
る

限

り
、

「
か
う

」

の
会

話

文

で

の
用

い
ら

れ
や

す

さ

は

「
か

く

」

の

倍
近

い
。

「
か

く
」

の
地

の
文

で

の
使

用

は

三

一
七

例

で

五

六

・
六
%

、

消
息

文

で

の
使

用

九

例

で

一
・
六

%

、
和

歌

で

の
使

用

一
七

例

で

三

%

と

な

り
、

和

歌

で
の
使

用

例

が

目
立

つ
。

「
か
う

」

の
地

の
文

で

の
使

用

は

二
八
例

で

二

五
%

、

消
息

文

で

の
使

用

七
例

で
六

・
三

%

と

な

る
。

 

「
言

ふ

・
思

ふ

・
す

・
見

る

・
知

る

・
聞

く
」

な

ど

で
最

も

用

例

の
多

い

の
は

「言

ふ
」

の
内

容

を

「
か

く

・
か

う
」

が

示

し

て

い
る
場

合

で
あ

る
。

「
か
く

」

の
そ

の
使
用

は

三

一
六
例

で

こ
の
項

の
全

例

五

六
〇

例

の
五
六

・
四
%

、

「
か
う

」

も

六

二
例

で

こ
の
項

の
全

例

一

一
二
例

の
五

五

・
三

%

と

ほ
ぼ

並

ぶ
。

「
か
く
」

の
会

話

文

で

の
使

用

九

八

例

で

三

一
%
、

心

中
表

現

で

の
使

用

一
四

例

で
四

・
四
%

と

な

り
、

会

話

文

系

で

の
使

用
率

は

三

五

・
四
%

と

な

っ
て
、

こ

の
項

全

体

で

の
比

率

よ

り
三

・
四
%

下
ま

わ

る
。

尚

、

地

の
文

で

の
使

用

は

一
九

六

例

で

六

二
%

、

消
息

文

で

の
使

用
六
例

で

一
・
九
%

、

和
歌

で

の
使
用

二
例

で
○

・
六
%

で
あ

る
。

「か

う
」

の
会

話

文

で

の
使

用

は

四

二
例

で
六

七

・

七

%

、

心

中

表

現

で

の
使
用
三

例

で
四

・
八
%

と

な

り

、
会

話

文

系

で

の
使

用
率

は
七

二

・
五
%

と

な

る
。

「か

く
」

の
そ

れ

の
ほ
ぼ

倍

の
使

中
古

の
指
示
副
詞

「か
う
」
に

つ
い
て
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用
率

で

あ

る
。

地

の
文

で

の
使

用

は

一

一
例

で

一
七

・
七
%

、
消

息

文

で

の
使

用

六
例

で
九

・
七
%

と

な

る
。

 

「言

ふ

」

の
場
合

を
さ

ら

に
作

品
群

別

に
み

る

と
次

の
よ

う

に
な

る
。

 
物

語

群

に

お

い

て
、

「か

く

」

の
場

合

、

全

例

一
=

一
例

。

会

話
文

で

の
使

用

七

四
例

で
三

五

・
一
%

、

心
中

表

現

で

の
使

用

一

一
例

で
五

・

二
%

、

地

の
文

で

の
使

用

一
二
〇

例

で
五

六

・
九

%

、
消

息

文

で

の
使

用

で

二

・
八
%
と

な

る
。

会

話

文

系

で

の
使

用

率

は

四
〇

・
三
%

と
な

り
、

「言

ふ
」
全

体

で

の
三

五

・
四
%

よ

り
五
%

程

高

く
な

る
が
、

中

半

に
な

ら
な

い
。

こ

の
傾

向

に

反
す

る

の
は
落

窪

物

語

で
、
会

話

文

系

・

地

の
文

系

共

に
七

例

ず

つ
で
相

中

半

す

る
。

 

「
か

う
」

の
場

合

は
、

全

例

四

九

例

中

会

話

文

で

の
使

用
三

七

例

で
七

五

・
五

%
、

心

中

表

現

で

の
例

は
な

く

、

地

の
文

で

の
使

用

六

例

で

一
二

・
二
%
、

消

息

文

で

の
使
用

六

例

で

一
二

・
二
%

と
な

る
。

「言

ふ
」
全

体

で

の
比
率

七

二

・
五
%

を
さ

ら

に
上

ま

わ

る
。

「
言

ふ
」

全
体

で

の
使

用

率

と

比

べ
る

と

「
か
く

・
か

う
」

と

も

に
会

話

文

系

で

の
使

用
率

を

五
%

高

く

し

て

い
る
が

、

「
か
う

」

の
会

話

文

系

で

の
使

用

率

に

「か

く

」

の
そ

れ

は
か

な

わ
な

い
。

 

日
記

群

に

お

い
て

は
、

「
か
く

」

の
場
合

、

全

例

三

二
例
。

会

話

文

で

の
使

用

一
例

で
三

・

一
%

、

心
中

表

現

で

の
使

用

一
例

で

三

・

一
%
、

地

の
文

で

の
使

用

二
九
例

で
九

〇

・
六
%

、

和

歌

で

の
使

用

一
例

で
三

・
一
%

と

な

る
。

地

の
文

系

で

の
使

用
率

が

九

割

を

こ
え

て
会

話

文
系

で

の
そ

れ

を

圧
倒

す

る
。

「か

う
」

の
場
合

、

全

例

五

例
。

か

げ

ろ

ふ

日
記

に
四
例

(会

話

文

二
例

・
心
中
表

現

二
例
)
、
紫

式

部

日
記

に

一
例

(地

の
文

)

で
八

〇
%

が

会

話

文

系

で

の
使

用

と
な

る
。

「か

く

」

の
場
合

と

好

対
照

を
な

す
。

 

随

筆

に

お

い
て

は
、

「か

く

」

の
場
合

、

全

例

八
例
。

会

話

文

で

の
使

用

五
例

で
六

二

・
五
%

、

地

の
文

で

の
使

用

三

例

で
三

七

・
五
%

と

な

る
。

会

話

文

系

で

の
使

用

が

よ

り

一
般

的

で
あ

る
。

「
か
う

」

の
場
合

は
、

全

例

四

例
。

会

話

文

で

の
使

用

二
例

で

五
〇
%

、

心

中
表

現

・

地

の
文

で

の
例
各

一
例

で
各

々
二

五
%

と
な

る
。

会

話

文

系

で

の
使

用
率

七

五
%

と

な

り
物

語
群

系

の
そ

れ

に
近

い
。

「
か
く

」
の
場

合

よ

り
さ

ら

に
高

い
使

用
率

で
あ

る
。

ss



 

歴
史

物
語
群
に
お

い
て
は
、

「
か
く
」

の
場
合
、
全
例
六

一
例
。

会
話
文

で

の
例

一
八
例

で
二
九

・
五
%
、
心
中
表

現

で
の
例

二
例

で
三

・

三
%
、
地

の
文

で

の
例
四

一
例

で
六
七

・
二
%
と
な
る
。

「言
ふ
」
全
体

で
の
地

の
文

で
の
使
用
率
六

二
%
を
五
%
上
ま
わ

る
。

「
か
う
」

の
場

合

、
栄
花
物
語

の
四
例
が
全
例
。
会
話
文
で

の
使
用

一
例
で
二
五
%
、
地

の
文
で

の
使
用
三
例

で
七
五
%
と
な
り
、

「か
く
」

の
場
合

よ
り
七
・

八
%
も
高

い
。
地

の
文
系

で
の

「か
う
」

の
比
率

の
高
さ
は
珍
ら
し

い
。
栄
花
物

語
で
の
使
用
傾
向
で
は
あ
る
。

 

「
言
ふ
」

の
内
容

を
示
す
も
の
に
次

い
で
多

い
の
が

「思

ふ
」

の
内
容
を
示
す
も

の
で
あ

る
。

 

「
か
く
」

の
場
合

は
、
全
例
九

二
例
。
会
話
文

で

の
使
用
三
七
例

で
四
〇

・
二
%
、

心
中
表
現

で
の
使
用

二

一
例

で
二
二

・
八
%
、
地

の
文

で
の
使
用
二
五
例

で
二
七

・
二
%
、
消
息
文
で

の
使
用
三
例
で
三

・
三
%
、
和
歌

で
の
使
用
六
例

で
六

・
五
%
と
な

る
。
会

話
文
系
で

の
使
用

率
六
三
%
と
な

る
。

「
か
う
」
の
場
合

は
、
全

例
二
三
例
。
会
話
文

で
の
使
用

一
〇
例

で
四
三

・
五
%
、
心
中
表
現

で
の
使
用
七
例

で
三
〇

・

四
%
、
地

の
文
で

の
使
用
六
例

で
二
六

・
一
%
と
な

る
。
会
話
文
系

で
の
使
用
率

七
三

・
九
%

は

「か
く
」

の
そ
れ
よ
り

一
〇

・
九
%
高

い
。

い
ず
れ
も
心
中
表
現

で
の
使
用
率

の
高
さ
が
会
話
文
系
で
の
そ
れ
を
押

し
上
げ

て
い
る
。
地

の
文

で
の
使
用
率
は

「
か
く

・
か
う
」
と
も
に
ほ

ぼ
並
ぶ
。

 

こ
の
項
全
体
と

の
比
較

で
言

え
ば
、

「
か
く
」

の
地
の
文
使
用
率
が
半
減
、
心
中
表

現
で

の
そ
れ
が
倍
増
、
会
話
文

で
の
そ
れ

は
ほ
ぼ

一
〇

%
高

い
。

「か
う
」

の
地

の
文
で

の
使
用
率

は
ほ
ぼ
並
ぶ
が
、
心
中
表
現

で
の
そ
れ

は
二

・
八
四
倍
、
会
話
文
で

の
そ
れ
は

=
二
%
程
落
ち
る
。

 

「か
く
」

の
物

語
群

で
の
全
例

五
三
例
。
会
話
文

で
の
使
用

二
六
例

で
四
九

・
一
%
、
心
中
表
現

で
の
使
用

一
四
例

で
二
六

・
四
%
、
地

の

文

で

の
使
用

一
〇
例

で

一
八

・
九
%
、
消
息
文

で
の
使
用

二
例
で
三

・
八
%
、
和
歌

で
の
使
用

一
例

で

一
・
九
%
と
な

る
。
会
話
文
系

で
の
使

用
率

は
七
五

・
五
%

と
な

る
。

 

物

語
群

で
以
上

の
傾
向

に
合

わ
な

い
も
の
は
、

「か
く
」

の
場
合
、
竹
取
物
語
は
会

話
文
で

の
使
用

一
例
の
み
。
伊
勢
物
語
は
使
用
例
無

し
、

大
和
物
語

は
和
歌

で
の

一
例
の
み
。
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日
記
群

は
そ
も
そ
も
用
例

が
少
な
く
、
土
左

・
紫
式
部

日
記
は
と
も

に
地

の
文

に

一
例

の
み
、
和
泉
式
部

日
記
は
心
中
表

現
に
二
例
み
ら
れ

る
に
す
ぎ
な

い
。

 
随
筆

は
心
中
表
現

に
二
例
み
ら
れ
る
。

 
歴
史
物
語
群

は
、
大
鏡

の
会
話
文
に
二
例

の
み
。
栄
花
物
語
は
、

ほ
ぼ
前
述

の
傾
向
に
あ
る
。

 

「
か
う
」

に
あ

っ
て
は
、
物
語
群

で
は
、
う

つ
ほ
物
語
が
会
話
文

・
心
中
表
現

に
各

一
例
。
落
窪

物
語
は
会
話
文

に

一
例
を
み

る
に
と
ど
ま

る
。
会
話

文
系
で

の
使
用
率
が

一
〇
〇
%
と
な
る
。

 

日
記
群
に
は
全

く
み
ら
れ
な

い
。

日
記
が
自
ら
す
る
文
体

が
与

っ
て
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。

 
随
筆

は
地

の
文
に

二
例

の
み
み
ら
れ
、

「
か
く
」

の
場
合

と
好
対
照
を
な
し
て

い
る
。

 
歴
史

物
語
群
は
、
大
鏡

に
な
く
、
栄
花
物

語
は
心
中
表
現

・
地

の
文
に
各

一
例
を
み
る
に
と
ど
ま
る
。
会
話
文
系

で
の
使
用
率

五
〇
%
と

一

応

言
え

る
。

 

い
ず

れ
も
用
例
が
少
な
く
傾
向
を
指
摘
し
に
く

い
。

 

「思

ふ
」

に
次

い
で
多

い
の
は

「す
」

の
内
容
を
示
す
場
合

の
も

の
で
あ

る
。

 

「か

く
」

の
場
合

は
、
全
例

四
九
例
。
会
話
文

で
の
使
用

一
六
例

で
三
二

・
七
%
、
心
中
表
現

で
の
使
用

六
例

で

一
二

・
二
%
、
地

の
文

で

の
使
用

一
八
例

で
三
六

・
七
%
、
和
歌

で

の
使
用
九
例

で

一
八

・
四
%
と
な
り
、
和
歌
で
の
使
用
率
を
加
え

て
地

の
文
系
で

の
そ
れ
が
五
五

・

一
%

と
な

っ
て
会
話

文
系

の
そ
れ

の
四
四

・
九
%
を

こ
え

る
。

「
か
う
」

の
場
合

は
、
全

例
二
十
例
。
会
話
文

で

の
使
用

一
二
例

で
六
〇
%
、

心
中
表
現

で
の
使
用

二
例

で

一
〇
%
、
地

の
文

で
の
使
用
六
例

で
三
〇
%
と
な

る
。

「か
く
」
に
反
し
て
会
話
文
系
で
の
使
用
率
が
七
〇
%

と
地

の
文
系

で
の
使

用
率

を
か
な

り
上
ま
わ
る
。

 

物
語
群

で
の

「
か
く
」

の
全
例
三
〇
例
。
会
話
文
で
の
使
用

=
二
例

で
四
三

・
三
%
、
心
中
表
現

で
の
使
用
五
例

で

一
六

・
七
%
、
地

の
文
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で

の
使

用

一

一
例

で
三

六

・
七
%

、

和
歌

で

の
使

用

一
例

で
三

・
三
%

と
な

る
。

会

話

文

系

で

の
使

用

率

は

六
〇

%

で
あ

る
。

こ

の
項

の
傾

向

と

異

な

る
も

の
は

、
伊

勢

・
大

和

物

語

は
地

の
文

で

の
使

用

例
各

二
例

・

一
例

に

と
ど

ま

る
。

落
窪

物

語

は
会

話

文

で

の
使

用

七

例

で
七

七

・

八

%

、

地

の
文

で

の
使

用

二
例

で

二

二

・
二
%

で
あ

る

こ
と

、

源

氏
物

語

は
僅

か

に
会

話

文

に

一
例
、

地

の
文

に

一
例
を

み
る
。

 

日
記

群

も

全

部

で
三

例

と
少
な

く

、
紫

式

部

日
記

に
会

話

文

に

一
例

、

か
げ

ろ

ふ

日
記

に

心
中

表
現

・
地

の
文

に
各

一
例

み

ら

れ

る
。

会

話

文

系

で

の
使

用

率

六

六

・
七
%
と

な

り

、

「か

く

」

よ

り
少

し
高

い
。
随

筆

に
は

み
ら

れ
ず

。

 

歴

史

物

語
群

は
、

大
鏡

に
な
く

、

栄
花

物

語

は
会

話

文

に

二
例

、

心
中

表
現

に

一
例

、

地

の
文

に

一
例

と

な

り
、
会

話

文

系

で

の
使

用
率

は

七

五
%

で
あ

る
。

「か

く
」

の
二

五
%

と
好

対

照

で
あ

る
。

 

「聞

く

・
見

る

・
知

る
」

は
、

そ

の
順

に
用

例

が

少
な

い
の
で
省

略

す

る
。

 

以
上

の
よ
う

に

み

て
く

る
と
、

「か

く

」

の
場

合

、

「あ

り

・
な

り

・
成

る
」

の
賓

語

に
用

い
ら
れ

る

と
き

の
地

の
文

で

の
使

用

率

四

二

・
二

%

と

比

べ
る

と
六

一
・
二
%
は
少

々
高

い
。

そ

の
結

果

を

も

た
ら

す

も

の
に
次

の
如
き

用

例

が

う

つ
ほ
物

語

に
多

い
こ
と
が

注

目

さ

れ

る
。

・
と
ば

か

り
泣

き

入
り

て
、
か

く

の
給

ふ
。

 

 

宿

思

ふ
我

い
つ

る
だ

に
あ

る

も

の
を

 

涙
さ

へ
な

ど

と

ま

ら
ざ

る

ら

ん

と
の
給
へ
ば
、
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(罐

七̂
))

・
侍
従
、
あ

て
宮

の
御
方
に
お

ハ
し
て
、
か
く
聞
え
給

フ
。

 
 
池
水

に
玉
藻

し
つ
む
は
鳩
ど
り

の
 

思

ひ
あ
ま
れ

る
な

み
だ
な
り
け
り

 
 

と
は
御
覧
ず

る
や

と
聞
え
給
へ
ば
、
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(藤
原
の
宮

一七
八
(二
))

・

そ
れ

に
有

難

装

束

セ
さ

せ
て
、

か
く

聞

え
奉

り
給

フ
。
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コ
㌧
の
み
や
浅
茅

し
げ

し
と
思

へ
ど
も
 
ま
た
葎

お
ほ
す
宿
も
有
り
と
か

と

て
、

ヲ
か
し
き
浅
茅

に
、
御
文
さ

し
た
り
。

・
そ
れ

に
孫

王

の
君

の
手

し
て
、

か
く
書
き
た

る
。

 

君
が
た
め
春

日

の
野

辺
の
雪
間
分
け
 
今

日
の
若
菜
を

一
人
摘

み

つ
る

あ

つ
い
も

の
を
ば
、
か
く
な
ん
仕
う
ま

つ
り
に
た

る
、
聞

し
召
し

つ
べ
し
や

と
書
き

つ
け

て
、

忠

こ
そ

一
二
四

(七
)

蔵
開
中

三
六
五
(四
)

 
う

つ
ほ
物
語
に
は
、
右
例

の
よ
う
な
後
述

の
和
歌

又
は
和
歌

に

一
言
添
え
た
も

の
を
前
も

っ
て
受
け
て
指
示
す

る
表
現
形
式
を
と

る
も

の
が

九
九
例

み
ら
れ
る
。
落
窪
物
語
に
は
二
例
、
源
氏
物
語

に
は

一
例
し
か
み
ら
れ
な

い
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
源
氏
物
語
で
は
次

の
よ
う

に

「
か

く
」
を
前
も

っ
て
用

い
な

い
の
が

一
般

で
あ
る
。

・

…

と

宣

は
す

る
を

、

女

も

い
み

じ
と

見
奉

り

て
、

 

 
「限

り
と

て
別

る
る
道

の
悲

し
き

に

い
か
ま

ほ
し
き

は
命
な

り
け

り

 

 

い
と
斯

く
思

う

給

へ
ま

し
か
ば

」

と
、

息

も
絶

え

つ

つ
、

・
…
な
ど
、

こ
ま
や
か
に
書

か
せ
給

へ
り
。

 

宮
城

野
の
露
吹

き
結
ぶ
風

の
音

に
小
萩
が
も

と
を
思

ひ
こ
そ
や
れ

と
あ

れ
ど
、
え
見
給

ひ
果

て
ず
。

桐
壼
六
(
八
)

桐
壼
十

一
(
十
四
)

う

つ
ほ
物
語

で
の
九
九
例

は
、
う

つ
ほ
物
語
独
得

の
表
現
形
式
と
言
え
る
。

こ
の
九
九
例
が
な
け
れ
ば
、
会
話
文
で

の
使
用

一
七
〇
例

+
心
中

表
現
で

の
使
用

四
七
例
は
、
会
話
文
系

の
使
用
例
と
し
て
二

一
七
例
と
な

り
、
地

の
文

で
の
使
用

二

一
八
例
+
消
息
文

で
の
使
用
九

例

の
二
二

七
例

に
ほ
ぼ
並
ぶ

こ
と
に
な

る
。

又
、
こ
の
よ
う
な
和
歌
や
和
歌
に
添
え
ら
れ
た

一
言
を
指
示
す
る

の
が

「か
く
」
に
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
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和
歌
や

そ
の
詞
書

に

「
か
く
」
し
か
用

い
ら
れ
な

い
こ
と
と
同

一
線

上

に
あ

る
こ
と
と
言
え
よ
う
。

 

「す
」

に
お
け

る

「
か
う
」
の
物
語
群

で
の
全
例

=
二
例
。
会
話
文

で

の
使
用
九
例

で
六
九

・
二
%
、
地

の
文

で

の
使
用

四
例

で
三
〇

・
八

%
と
な
り
、
会

話
文
系

で
の
使
用
率
が
七
〇
%
近

い
。

 

日
記
群
で

の
全
例

三
例
。
会
話
文

・
心
中
表
現

・
地
の
文

で
の
使
用
各

々

一
例

で
、
各
三
三

・
三
%
。
会
話
文
系
で

の
使
用
率

は
六
六

・
七

%
と
な

る
。

 
随
筆

で
の
用
例

は
無

い
。

 
歴
史

物
語
群
で

の
全

例
四
例
。
会
話
文

二
例
で
五
〇
%
、
心
中
表
現

・
地

の
文
各

一
例

で
各

々
二
五
%
と
な

る
。
会

話
文
系
で

の
使
用
率
七

五
%

で
あ
る
。

 

以
上

よ
り
し
て
、

「言

ふ

・
思

ふ

・
す

・
見
る

・
知

る

・
聞

く
」
な
ど

の
内
容
を
示
す
場
合

の
使
用

比
率

は
前

項
同
様

ほ
ぼ

同
じ
と
言
え

る
。

「
か
く
」

の
会
話
文
系

で
の
使
用
率

は
四
〇
%
足
ら
ず
で
あ

る
に
対
し
て

「か
う
」

の
そ
れ

は
七
〇
%
弱
と

一
・
八
倍

の
使

用
率
と
な

る
。

こ

の
項

で
も

「か
う
」

の
会
話
文
系

で
の
使
用
率
は
際
立

つ
。

 
そ

の
内
容
を
示
す

こ
と
に
な
る
最

も
用
例

の
多

い
の
は

「言
ふ
」

で
あ
る
。

そ

の

「言

ふ
」

の
内
容
を
示
す

「か
く

・
か
う
」

の
こ
の
項
全

体

の
用
例
に
対
す
る
比
率
は
五
六

・
四
%

と
五
五

二
二
%

で
、

こ
れ
又
ほ
ぼ
並
ぶ
。
が
会
話
文
系
で
の
使
用
率
と
な

る
と

「
か
く
」

三
五

・
四

%

に
対

し

「か
う
」

六
七

・
七
%

と

「
か
う
」

の
方
が
倍
を

こ
え
る
。

つ
い
で
多

い

「思

ふ
」
に
あ

っ
て
は

「
か
く
」

の
会

話
文
系

で

の
使
用

率
が

中
半
を

こ
え

て
六

三
%
、

「か
う
」
は
さ
ら

に
高
く

七
五

・
九
%

と
な

り
、
会
話
文
系

で
の
使
用
率

は
大
変

高

い
。

「す
」

に
あ

っ
て
は

「
か
く
」

の
会
話
文
系

で
の
使
用
率
は
中
半
を
割
り
、

「
か
う
」
は
七
〇
%
と
高

い
。

 

こ
の
項

で
の

「
か
く
」

の
会
話

文
系

で
の
使
用
率
を
下
げ

て
い
る
も

の
に
う

つ
ほ
物
語

で
の

「
か
く
」
が
後
述

の
和
歌
や
和
歌

と
そ
れ
に
添

え
ら
れ

た

一
言
を
含

む
も

の
を
前

も

っ
て
指

示
す
る
表
現
形
式
例

の
多
さ
を
指
摘

し
た
。

そ
れ
は
、
「
か
く
」
が
和
歌
や
そ

の
説
明
文
で
用

い
ら
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れ
、

「か
う
」
を
そ

こ
か
ら
排
除

し
て
い
る
こ
と
に
連
な
る
と

し
て
い
る
。

 
⑧
、
e

・
⇔
を
除
く
連
用
修
飾
語
と

し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
場
合

 
 
①
、
程
度
副
詞
化
し

て
い
る
場
合

の
も

の

 
受
け

て
指
示
す

る
内
容
を
有

し

つ
つ

(指

示
副
詞

で
あ
り

つ
つ
)
そ

の
意
味

に
お

い
て
修
飾

語
句

の
程
度
が

か
な
り

の
高
度

・
極

め

て
の
高

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

度

で
あ

る

こ
と

を

「か

く

・
か

う
」

が

示

し

て

い
る
場
合

の
も

の
と

し

て
き

て

い
る
。

 

源

氏
物

語

か
ら

例

を

ひ
く

と
。

・
…

と

て
、

御

文

た

て
ま

つ
る
。

「
目

も

見
え
侍

ら

ぬ

に
、

か
く

か

し

こ
き
仰

言

を

光

に

て
な

む
」

と

て
見
給

ふ
。

・
「な

ぞ

か

う
暑

き

に

こ

の
格

子

は
お

ろ
さ

れ
た

る
」

と

問

へ
ば

、

桐
壼
=

(
八
)

空
蝉
九
五
(
一
)

 

「か

く

」

の
場
合

、

全

例

二
〇

五
七
例

中

こ
の
意

味

用

法

に
用

い
ら

れ

て

い
る

も

の
は
六

〇

四
例

で
、

二
九

・
四
%

を
占

め

る
。

「
か
う

」

の

場
合

、

全

例

四

三

四
例

中

こ

の
意

味

用

法

に
用

い
ら

れ

て

い
る
も

の
は

一
四
四

例

で

三
三

・
一
%

と
な

る
。

三

・
七
%

程

「
か

う

」

の
方

が

使

用
率

が
高

い
。

 

そ

の

「か

く
」

に
あ

っ
て
、
会

話

文

で

の
使

用

二
七

九
例

で

四
六

・
二
%

、

心
中

表

現

で

の
使

用
六

七

例

で

=

・
一
%

、

地

の
文

で

の
使

用

二
三

八

例

で
三
九

・
四
%

、

消

息

文

・
和

歌

で

の
使

用

は

と
も

に
各

一
〇

例

で
各

々

一

・
七
%

と
な

る
。

会

話

文

系

で

の
使

用

率

は

五
七

・

三
%

と

な

り
、

地

の
文

系

で

の
使

用
率

を

上

ま
わ

る
。

「あ

り

・
な

り

・
成

る
」

の
場
合

と

ほ
ぼ

同

率

で
あ

る
。

一
方

「
か
う

」

の
そ
れ

は
、

全

例

一
四

四
例
中

、

会

話

文

で

の
使

用

七

四
例

で
五

一

・
四
%

、

心

中

表

現

で

の
使

用
三

五

例

で

二
四

二

二
%

、

地

の
文

で

の
使

用

三

一
例

で

二

一

・
五
%

、

消
息

文

で

の
使

用

四

例

で
二

・
八
%

と
な

り
、

会

話

文

系

で

の
使

用
率

は
七

五

・
七

%

と
な

る
。

「
か
く

」

の
そ

れ

よ

り

一
八

・

四
%

も

高

い
。

「あ

り

・
な

り

・
成

る
」

の
賓

語
を

示
す

場

合

の
そ

れ

よ

り

二

・
六
%

高

い
が

ほ
ぼ

同

じ
と
言

え

な

く
も

な

い
。

 

「
か

く

」

の
場

合

を

作

品

群

に

み

る

と
、
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物

語
群

に

お

い
て

は
、
全
例

四

八

四
例

。

会

話

文

で

の
使

用

二

五
七

例

で
五

三

・

一
%

、

心
中

表

現

で

の
使

用

五
〇

例

で

一
〇

・
三

%
、

地

の
文

で

の
使

用

一
六

八
例

で
三

四

・
七
%

、

消

息

文

で

の
使

用

七
例

で

一
・
四
%

、

和
歌

二
例

で
○

・
四
%

と

な

る
。
会

話

文

系

で

の
使

用
率

は

六

三

・
四
%

と
な

り
、

こ
の
項

で

の
そ

れ
よ

り

六

%
余

り

高

い
。

竹

取
物

語
を

始

め
そ

の
よ

う
な
傾

向

に
あ

る
中

で
、
伊

勢

物

語

は

地

の
文

に

二
例

し

か
な

く
、

大

和
物
語

は

、
会

話

文

系

五

例

・
地

の
文

系

四
例

で
、
前

者

の
使

用

比
率

は

五
六

・
四
%

と
な

り

、

こ

の
項

で

の
そ

れ

の

五
七

・
三
%

に

近

い
。

 

日

記
群

に

お

い
て

は
、
全
例

一
九

例
。

会

話

文

で

の
使

用

四

例

で
二

一
・

一
%

、

心
中

表

現

三
例

で

一
五

・
八
%

、

地

の
文

で

の
使

用

九
例

で

四

七

・
四
%

、

消

息

文

で
の
使

用

三
例

で

一
五

・
八
%

、

和

歌

で

の
使

用

一
例

で
五

・
三

%

と
な

る
。

会

話

文

系

で

の
使

用

率

は
三

六

・
九

%

と
な

り
、

地

の
文
系

使
用
率

六

三

・

一
%

は
物

語

群

の
会

話

文

系
使

用
率

で
あ

る
。

そ
も

そ

も
使

用

例
が

少

な

い

の
で
あ

る
が

、

一
九

例
中

一
五
例

ま

で
か
げ

ろ

ふ

日
記
の
も

の

で
、

残

る

四
例

は
土
左

・
和
泉

式

部

日
記

に
地

の
文

に
各

々

一
例

、
紫

式

部

日
記

に
心
中

表

現

に

一
例
、

更
級

日
記

に
会

話

文

に

一
例
を

み

る
。

 

随

筆

に
お

い

て
は
、

会
話
文

に

一
例

、

心
中

表

現

に

二
例

と

会

話

文
系

で
の
三
例

を

み

る

の
み

で
あ

る
。

 

歴

史

物

語

群

に

お

い
て
は
、
全

例

九

一
例
。

会

話

文

で

の
使

用

一
七
例

で

一
八

・
七
%

、

心

中
表

現

で

の
使

用

一
二
例

で

=

二

・
二
%

、

地

の
文

で

の
使

用

六

二
例

で
六
八

・

一
%

と

な

り
、

地

の
文

系

で

の
使

用
率

六

八

・

一
%

は

日
記

群

で

の
そ

れ

よ

り

五
%

高

い
。

大

鏡

で

の
そ

れ

は
七

三

・
七

%

で
さ

え
あ

る
。

 

一
方

「
か
う

」

の
場
合

は
、

 

物

語

群

に
あ

っ
て
は
、
全
例

一

一
八
例
。

会

話

文

で

の
使

用
六

五
例

で
五

五

・

一
%
、

心

中

表

現

で

の
使

用

二

八
例

で

二
三

・
七
%

、

地

の

文

で

の
使

用

二
三

例

で

一
九

・
五
%

、

消

息

文

で

の
使

用

二
例

で

岬

・
七
%

と
な

る
。
会

話

文

系

で

の
使

用
率

七

八

・
八
%

は
、

こ

の
項

の
そ

れ

の
七

五

・
七

%

よ

り
さ

ら
に
三

・

一
%

高

い
。

「か

く
」

の
こ

の
群

で

の
そ
れ

の
六

三

・
四
%

を

一
五

・
四
%

こ
え

る
。
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中
古

の
指
示
副
詞

「か
う
」
に

つ
い
て



 

日
記
群

に
あ

っ
て
は
、
全
例

一
〇
例
と
少
な

い
。
会
話
文

で
の
使
用
四
例

で
四
〇
%
、
心
中
表
現

で
の
使
用
二
例

で
二
〇
%
、
地

の
文

・
消

息
文

で
の
使
用
各

二
例

で
各

々
二
〇
%
と
な

る
。
会
話
文
系

で
の
使
用
率
六
〇
%
は
、

地
の
文
系

で
の
使
用
率

よ
り
多

い
が
、

こ
の
項

の
そ
れ

の
七

五

・
七
%
よ
り

一
五

・
七
%
も
低

い
。
全
例

一
〇
例
中

五
例
ま

で
が
か
げ

ろ
ふ
日
記
の
例
で
、
紫
式
部

日
記
三
例
中

二
例

は
会
話
文

で
の

使
用

で
、
和
泉
式
部

日
記

一
例

も
又
会

話
文
で
の
そ
れ
で
あ
る
。
更
級
日
記

の

一
例
は
地
の
文
に
用

い
ら
れ

て
い
る
。

 
随
筆

に
あ

っ
て
は
、
会
話
文
に
三
例
を
み
る
の
み
で
、

「
か
く
」

の
場
合

と
全
く
同
様

で
あ

る
。

 
歴
史

物
語
群

に
あ

っ
て
は
、
全
例

=
二
例
。
会
話
文
で

の
使
用
二
例

で

一
五

・
四
%
、
心
中
表
現

で
の
使
用
五
例

で
三
八

・
五
%
、
地

の
文

で
の
使
用
六
例

で
四
六

・
二
%
と
な

る
。
会
話
文

系
で

の
使
用
率
五
三

・
八
%

と
中
半
を

こ
え

る
。

「か
く
」

の
こ
の
場
合

の
会

話
文
系

で
の

使
用
率

三

一
・
九
%
と
は
か
な
り
傾
向
を
異
に
す

る
。

 
程
度

副
詞
化
と

云
う
意
味
用
法
に
お

い
て
は
、
会
話
文
系

で
の
使
用
率

の
高
さ
が
予
想
さ
れ
た
が
、

「
か
く
」

に
あ

っ
て
は

「あ
り

・
な

り

・

成

る
」

の
場
合

と
変

ら
ず
、

「
か
う
」

に
あ

っ
て
も

二

・
六
%
高

い
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
物

語
群
と
日
記
群

・
歴
史

物
語
群

と

の
会

話
文
系

で
の
使

用
率

の
対
照
が

「
か
く
」

の
場
合
著
し
く
、

「
か
う
」
に
あ

っ
て
は
程
度
的
差
違

に
と
ど
ま
る
。
随
筆

は
物
語
群

の
傾
向
を
も

つ
。

 
 
②

、
陳
述
副
詞
化
し
て

い
る
場
合

の
も

の
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
、

 

「
か
く

・
か
う
」
が
そ
れ
が
受

け
て
指
示
す
る
指
示
副
詞
と
し
て
意
味
機
能

し

つ
つ
そ
の
意
味

に
お
い
て
云
わ

ゆ
る
陳
述
を
示
す
語
句
を
修

飾

し
て
、
そ

の
陳
述

の
あ
り
よ
う

の
程
度
を

か
な

り
の
高
度

・
極
め
て

の
高
度

で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
も

の
を

こ
の
場
合

の
も

の
と
し

 
 
 
 
 
 

て
き

て

い
る
。

源
氏
物
語
よ
り
用
例
を
あ
げ

る
と
、

・
「な

ぞ

や
。

斯

く

か

た

み

に

そ
ば

く

し
か

ら

で

お

は
せ

よ
か

し

」

と
、

う
ち

つ
ぶ
や

か
れ

給

ふ
。

・
「
い
と

取

り
中

し
が

た

き
事

な

れ

ど
、

わ

が

君
、

か
う
覚

え

な

き

世
界

に
、

か
り

に

て
も

移

ろ

ひ
お

は
し
ま

し
た

る

は
、

-

」

葵三
三
三
(
八
)

明
石
七
六

(十
三
)
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「
か
く

」

に

あ

っ
て

は
、
全

用

例

二
〇

五

七
例
中

、

こ

の
項

で

の
使

用

一
四

一
例

で
六

・
九
%
、

「
か
う

」

に
あ

っ
て
は
、

全

用
例

四

二
八
例

中

、

こ

の
項

で

の
使

用

二
一二
例

で
、

五

・
四

%

と
な

る
。

「
か

く
」

の
そ

れ

よ

り

一

・
五
%

低

く
な

る
。

全

用
例

に
占

め

る

こ

の
項

の
も

の
と

し

て

は
、

ほ
ぼ

使

用
率

に
変
り

な

い
と
言

え

よ
う

。

「あ

り

・
な

り

・
成

る
」

の
賓

語

と

し

て
用

い
ら

れ

る
場
合

の
五

・
九

%

台

に
並

ぶ

。

 

そ

の

「
か
く

」

に
お

い
て
、

会

話

文

で

の
使
用

例

六
六

例

で
四
六

・
八
%

、

心
中

表

現

で

の
使

用

三

三
例

で

二

三

・
四
%

、

地

の
文

で

の
使

用

三

四
例

で
、

二

四

・

一
%
、

消

息

文

で

の
使

用

二
例

で

一

・
四

%
、

和

歌

で

の
使

用

六

例

で

四

・
三

%

と

な

る
。

会

話

文

で

の
使

用

率

六

九

・
二
%

と

七
割

近

い
。

 

物

語

群

に
お

い
て
は

、
全
例

一
〇

五
例

。

会
話

文

で

の
使

用

は

五
七

例

で
五
四

・
三
%

、

心

中
表

現

で

の
使

用

二

五
例

で

二
一二

・
八
%

、

地

の
文

で

の
使

用

二
〇

例

で

一
九

%
。

消
息

文

で

の
使

用

二
例

で

一

・
九

%
、

和

歌

で

の
使

用

一
例

で

一
%

と

な

る
。

会

話

文

系

の
使

用

率

は
七

七

・
八
%

と

な

り
、

程

度
副
詞

化

の
そ

れ
よ

り

二
〇

・
五
%

も
高

い
。

竹

取

・
大

和
物

語

に

は
全

く
用
例

が

み

ら

れ
ず

、
伊

勢

物

語

は
会

話

文

に

一
例

み

ら
れ

る
。

こ
れ

ら
を

除

け
ば

残

る
物

語

で

の
使

用

例

は
物

語

群

の
傾

向

と

同
じ

と
言

え

る
。

 

日

記
群

に

お

い

て
は

、
用
例

が

全
部

で
四

例

し

か
な

い
。

心
中

表

現

で

の
使

用

一
例

で
二

五
%

、
地

の
文

で

の
使

用

三
例

で
七

五
%

と

な

る
。

紫

式

部

日
記

に
心

中

表

現

・
地

の
文

で

の
使

用
各

々

一
例

が

み
ら

れ

る
。

土
左

日
記

に
無

く
、

和
泉
式

部

・
か
げ

ろ

ふ

日
記

に
各

々

一
例

が

地

の
文

で

み

ら
れ

る
。

 

随

筆

に

は
会

話

文

で

一
例
み

ら
れ

る

の
み

で
あ

る
。

 

歴
史

物

語

に

お

い
て

は
、
全

例

二
六

例
。

会

話
文

で

の
使

用

八
例

で
三

〇

・
八

%
、

心
中

表

現

で

の
使

用

七
例

で

二
六

・
九

%

、
地

の
文

で

の
使

用

一
〇

例

で

三
八

・
五
%

と
な

る
。

会

話

文
系

で

の
使

用
率

五
七

・
七
%

と

な

り
、

こ

の
項

で
の
そ
れ

よ

り

一
一

・
五

%

低

い
。

大

鏡

で

の
使

用

は

地

の
文

の

一
例

に
す

ぎ

な

い

こ
と

か

ら
、

以
上

の
使

用
率

は
栄
花

物

語

の
も

の
と

言
え

る
。

 

「
か

う
」

に
あ

っ
て

は
、
全

例

二
一二
例

。

会

話

文

一
五
例

で
六

五

・
二
%

、

心

中

表

現

五
例

で
二

一

・
七
%

、

地

の
文

で

の
使

用

三
例

で

一

中
古

の
指
示
副
詞

「か
う
」
に

つ
い
て
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三
%

と

な

る
。
会

話
文

系

で

の
使

用
率

八

六

・
九

%

と
地

の
文
系

を

圧
倒

す

る
。

「か

く
」

の
七

二
%

よ

り
さ

ら

に

一
四

・
九

%

も
高

い
。

 
物

語
群

に

お

い

て
は
、

全

例

二
〇
例

。

会
話

文

で

の
使

用

=

二
例

で
六

五
%

、

心
中
表

現

で

の
使

用

五
例

で
二

五
%
、

地

の
文

で

の
使

用

二

例

で

一
〇

%

と

な

り

、
会

話

文

系

で

の
使

用

率

が
九

〇

%

と

こ

の
項

で

の
そ
れ

の
八

六

・
九

%
を

さ

ら

に
三

・

一
%

上

ま

わ

る
。

「か

く

」

の

そ

れ

の
七

八

・

一
%

よ

り
も

一

一

・
九

%

高

い
。

竹

取

・
伊
勢

・
落
窪

物

語

に
無

く
、
大

和

物

語

に
会
話

文

・
心

中

表

現

に
各

一
例

。

う

つ
ほ

物

語

に
会

話

文

に

一
例

、

残

る

一
七
例

は
源

氏
物

語

の
も

の

で
あ

る
。

 

日
記
群

に

お

い
て

は
、

全

く

み
ら

れ
な

い
。

随

筆

に
お

い
て
は
、

会

話

文

に

一
例

の
み
。

 
歴

史

物

語
群

に
お

い

て
は
、

大
鏡

に

み
ら

れ
ず

、

栄
花

物

語
に
会

話

文

・
地

の
文

に
各

一
例

み
ら

れ

る
。

 

「
か

う
」

の

こ

の
項

の
使

用
率

の
傾

向

は
、

源

氏

物
語

の
そ

れ
と

言

え

る
も

の
で
、
会

話

文
系

で
圧
倒

的

に
多

く
使

わ

れ

て

い

る
。

 

「
か

く
」

の
使

用

率

も

「か

う
」

よ

り

は
少

し

低

い
が

大

方

を
会

話

文
系

で
占

め

る
。

日
記
群

で

の
使

用

は
対

照

的

に
地

の
文

系

が
多

く
、

歴
史

物

語
群

は
会

話

文

系

が

六
割

弱

に

と
ど

ま

っ
て

い
る
。

 
 

③

、
①

・
②

以
外

の
連

用

修

飾

語

と

し

て
用

い
ら

れ

て

い
る

場
合

の
も

の

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

な
 

 

こ

の
場
合

の
も

の
に

つ
い

て
は
、

先
稿

で
二
分
類

し

て

い
る
が

、
本

稿

で
は

一
つ
の
も

の
と
す

る
。

 

本

項

の
例

を
源

氏

物

語

よ

り

ひ

く
と
、

・
「
:

を
、

さ

る

べ
き

に

や
、

げ

に
斯

く
あ

は

め
ら

れ
奉

る
も

こ
と
わ

り
な

る
心
惑

ひ
を

、

み
つ

か
ら

怪

し
き

ま

で
な

む

」
な

ど
、

…
帯
木
八
〇

(四
)

・
あ

や

し
き

馬

に
、

狩

衣
姿

の
な

い
が

し

ろ

に

て
来

け

れ

ば
、

見

知

り
給

は
ぬ

に
、

さ
す

が

に
、

か
う

他
方

に

入
り

給

ひ
ぬ

れ
ば

、

心

も
得

ず

思

ひ
け

る

ほ
ど

、

…

末
摘
花

二
三
七
(
七
)

「
か

く

」

に
あ

つ
て
、

こ

の
項

の
全

例

六

三

一
例

で
全

用
例

二
〇

五

七
例

の
三
〇

・
七

%

を
占

め

る
。

「か

う
」

に
あ

っ
て

は

こ
の
項

の
全

例
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一
二
九
例

で
全
用
例

四
三
四
例
の

二
九

・
七
%
を
占

め
る
。

「
か
く
」
も

「か
う
」
も
全
用
例

に
対
す

る

こ
の
項

の
使
用
率
は
三
割
程

と
変

ら

な

い
。

 

そ

の

「
か
く
」

の
会
話
文
で
の
使

用
例
二
九

二
例

で
こ
の
項

の

「
か
く
」

の
全
例
六
三

一
例
の
四
六

・
三
%
、
心
中
表
現

で
の
使
用
四
六
例

で
七

・
三
%
、
地

の
文

で
の
使
用

二
五
二
例
で
三
九

二
二
%
、
消
息
文

で
の
使
用
七
例
で

一
・
一
%
、
和
歌

で
の
使
用

三
四
例
で
五

・
四
%

と

な

る
。
会

話
文
系

で
の
使

用
率
は

五

三

・
六
%
と
五
割
強

で
あ
る
。

 

物
語
群

で
の

「
か
く
」

の
全
例

四
九
七
例
中
、
会
話
文
で

の
使

用
二
六
三
例
で
五
二

・
九
%
、
心
中
表

現
で
の
使
用
四
〇
例
で
八
%
、
地

の

文

で
の
使

用

一
七
六
例

で
三
一二
・
六
%
、
消
息
文

で
の
使
用
六
例

で

一
・
二
%
、
和
歌
で
の
使
用

一
二
例

で
二

・
四
%
と
な
る
。
会
話
文
系
で

の
使

用
率

六
〇

・
九
%

は
、
こ
の
項

の
そ
れ

の
五
三

・
六
%
を
七

二
二
%
上
ま
わ
る
。
和
歌

で
そ
れ
は
半
減
す
る
。

 

日
記
群

で
の

「
か
く
」

の
全
例

三
〇
例
中
、
会
話
文

で
の
使
用
六
例

で
二
〇
%
、
心
中
表
現
で
の
使
用

二
例

で
六

・
七
%
、
地

の
文

で
の
使

用

二
〇
例

で
六
六

・
七
%
、
消
息

文

・
和
歌
で

の
使
用
は
各

々

一
例
で
、
と
も
に
三

・
三
%
と
な
る
。
会
話
文
系

で
の
使
用
率

二
六

・
七
%

と

な
り
、
物
語
群

の
そ
れ

の
六
〇

・
九
%
と
は
全
く
相
反
す
る
使
用
傾
向
に
な

っ
て
い
る
。
地

の
文
系

の
使

用
が

四
分

の
三
程
を
占

め
る
。
中

に

あ

っ
て
和
泉
式
部

日
記
は
会
話
文

系

・
地

の
文
系
共

に
二
例

で
相
中
半
し
て
い
る
が
、
土
左

日
記
は
四
例
全

て
地

の
文
で
の
使
用
で
あ

る
。

 

随
筆

で
の
使

用
例

は
五
例
。
会

話

文
で
の
使
用
四
例

で
八
〇
%
、
地

の
文

で
の
使
用

一
例

で
二
〇
%
と
な
り
、
物
語
群

で
の
そ
れ
よ
り
も

一

九
%
程
上
ま
わ
る
。

 

歴
史
物
語
群

で
の
使

用
全
例
七

七
例
。

会
話
文

で
の
使

用

一
九
例

で
二
四

・
七
%
、
心
中
表
現
で
の
使

用
四
例

で
五

・
二
%
、
地

の
文

で
の

使

用
五

三
例

で
六
八

・
八
%
、
和
歌

で
の
使

用

一
例

で

一
・
三
%
と
な
る
。
会
話
文
系
で
の
使
用
率
は
二
九

・
九
%
と

ほ
ぼ

三
割

に
す
ぎ

な

い
。

日
記
群

の
そ
れ
を
少
し
上
ま
わ
る
が

、
極
め

て
そ
れ
に
近

い
。

 

一
方

「
か
う
」

に
お

い
て
は
、

こ
の
項

の
全
例

一
二
九
例
。
会
話
文

で
の
使
用
七
四
例
で
五
七

・
四
%
、
心
中
表
現

一
八
例

で

一
四
%
、
地
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中
古

の
指
示
副
詞

「か
う
」
に
つ
い
て



の
文
で

の
使
用

三
四
例

で
二
六

・
四
%
、
消
息
文

三
例
で
二

・
三
%
と
な
る
。
会
話
文
系
で
の
使
用
率

七

一
・
四
%

は

「か
く
」

の
そ
れ

の
五

三

・
六
%
を

一
七

・
八
%
上
ま
わ
る
。
物
語
群

で
の
全
例
九
七
例
。
会
話
文
で
の
使
用
六

一
例
で
六

二

・
九
%
、
心
中
表
現
で

の
使
用

一
六
例

で

一
六

・
五
%
、
地

の
文
で

の
使
用

一
九
例
で

一
九

・
六
%
、
消
息
文

で
の
使
用

 
例

で

一
%
と
な
る
。
会
話
文
系

で
の
使
用
率
が
七
九

・
四

%
と
な
り
、
地

の
文
系

で
の
使
用
を
圧
倒
す
る
。

「
か
く
」
の
そ
れ
よ
り
二
〇
%
上
ま
わ

る
。
う

つ
ほ
物
語
は
会
話
文
で
の
使

用
二
例

の
み
。
竹

取

・
伊
勢

・
大
和
物
語

は
用
例
が
み
ら
れ
な

い
。

 

日
記
群

で
の
全
例

一
四
例
。
会
話
文

で
の
使
用
二
例

で

一
四

・
三
%
、
心
中
表
現
で
の
使
用

一
例

で
七

・
一
%
、
地

の
文

で
の
使
用
九
例

で

六
四

二
二
%
、
消
息

文
で
の
使
用

二
例

で

一
四

・
三
%
と
な

る
。
会
話
文
系

の
使
用
率

二

一
・
四
%
、
地

の
文
系

で
の
使
用
率
七
八

・
六
%
と

な
り
、
後
者

が
前
者
を
圧
倒
す

る
。
物

語
群

の
両
者

の
使
用
率
が
ほ
ぼ
交
替
す

る
。

 
随
筆

で
の
全
例

八
例
。
会
話
文

で
の
使
用
七
例
で
八
七

・
五
%
、
地

の
文
で
の
使
用

一
例
で

一
二

・
五
%
と
な
り
、
会
話
文
系

で
の
使
用
比

率

八
七

・
五
%

は
物
語
群

の
そ
れ

の
七
九

・
四
%
を
八

・
一
%
上
ま
わ
る
。

「
か
く
」
の
随
筆

で

の
会
話

文
系
使
用
率

八
〇
%
よ

り
さ

ら
に
高

い

。
 
歴
史
物
語
群
は
全

例

一
〇
例
。
大
鏡

に
用
例
が
な

い
。
会
話
文

で
の
使
用
四
例

で
四
〇
%
、
地

の
文

で
の
使
用
六
例
で
六
〇
%

と
な
る
。
会

話
文
系

で

の
使
用
率

四
〇
%
、
地

の
文
系
で
の
そ
れ
六
〇
%
は
日
記
群

の
そ
れ
に
類
す

る
。

「か
く
」
の
歴
史
物
語

で
の
地

の
文
系

の
使

用
率
六

八

・
八
%

よ
り
は
八

・
八
%

下
ま
わ

る
が
共
に
六
割

台
で
あ
る
。

 

こ
の
項

に
あ

っ
て
は
、

「か
く
」

「か
う
」

と
も
に
項
全
体

と
し
て
は
会
話
文
系

で
の
使
用
が
地

の
文
系

で
の
使
用
を
上
ま
わ

る
が
、

上
ま
わ

り
方

は

「
か
う
」
に
お

い
て
著

し
い
。

物
語
群

・
随
筆

に
お

い
て
も
同
様

の
こ
と
が
言
え
る
。

日
記
群

・
歴
史
物
語
群
に
お
い
て
は
、

地

の
文

系

で

の
使

用
が
会
話
文
系
で

の
そ
れ
を
上
ま
わ
る
。

「か
く
」
・
「か
う
」
と
も
に
日
記
群
に
お
い
て
著

し
い
。

「
か
く
」
は
歴
史
物
語
群

に
お

い

て
も
著

し

い
と
言
え
る
。
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お
 
わ
 
り
 
に

 

「
か
う
」
を

「か

く
」
と
比
較

し

て
、
文
法
的
用
法
と
作
品
群

に
お
け
る
会
話
文
系

・
地

の
文
系

で
の
使
用
状
況
を
調

べ
る
と

以
上

の
よ
う

に
な
る
。

 

全
体
と
し
て
言
え

る

こ
と
は
、

①

「か
う
」

の
使
用
例

は

「か
く
」

の
四
分

の

一
程

で
あ
る
。

「
か
く
」
程

に
よ
く
用

い
ら
れ
な

い
。

②

「
か
く
」

は
資
料
と

し
た
ど

の
作
品

に
も
用

い
ら
れ

て
い
る
が
、

「か
う
」
は
作
品
に
よ
り
用

い
ら
れ
方
に
傾
向
が
あ
る
。

 

全
く
用

い
ら
れ
な

い
の
は
、
勅
撰
和
歌
集
、
竹
取
物
語

・
伊
勢

物
語

・
土
左

日
記
。
大
鏡

を
入
れ
て
よ

い
か
に
思
う
。

又
、
大
和
物

語
は
和

歌

に
対
す

る
物
語

(説
明
)
が
短

い
章

段
迄

は
用

い
ら
れ
な

い

(勅
撰
和
歌
集

の
詞
書

に
も
用

い
ら
れ
な

い
こ
と

に
通

じ
る
)
。
さ
ら

に
後
述

の
和
歌
や
和
歌
と

そ
れ

に

一
言
添
え
た
も

の
を
前
も

っ
て
指

示
す
る
場
合

に
は

「か
く
」
し
か
用

い
な

い
。
物
語

・
日
記

・
随
筆

・
歴
史
物
語

中

の
和
歌
に
も

「
か
う
」

は
用

い
な

い
。

③
文

法
的
用
法
別

(文
中

の
e

・
⇔

・
⇔
)

の
使
用
率
は

「
か
く
」

「か
う
」
と
も
に
ほ
ぼ

同
率
と
言
え
る
。

④

「
か
く
」

「か
う
」

の
全
用
例

に
占

め
る
会
話
文
系

の
使
用
率

は
、
五
二
%
と
七
二
・八
%

で
あ
り
、

い
ず
れ
も
中
半
を
こ
え

る
が
、

「か
う
」

の
そ
れ
は

こ
え
方
が
著

し
い
。

「か
く
」

は
会
話
文
系

・
地

の
文
系

い
ず
れ
に
も
同
じ
よ
う

に
使
わ
れ
る
が
、

「か
う
」
は
会
話
文
系

で
使

わ
れ

や
す

い
。

そ

の
限

り
で

「
か
う
」

の
方
が

口
語
性
が
強

い
と
言
え
る
。

⑤
作
品
群
別
に
み
る
と
、
ω
物

語
群

で
は

「
か
く
」
も
会
話

文
系

で
の
使
用
率

は
五
九

・
四
%
と
な
り
、
会
話
文
系
で
使
わ

れ
や
す
く
な

っ
て

い
る
。

「か
う
」

は
八

一
・
六
%

と
大
方

を
占
め
る
。
た
だ

「か
く
」

の
場
合
⇔
項

「言

ふ

・
思

ふ

・
す
」
な
ど

の
内
容

を
示
す
場
合

の
も

の

の
み
五
〇
%

に
満
た
な

い
。
そ

の
原
因

に

つ
い
て
は
う

つ
ほ
物
語
に
顕
著

に
み
ら
れ
る
、
和
歌
や
和
歌
と
そ
れ

に
添
え
ら
れ

て

い
る

一
言
を
前

中
古

の
指
示
副
詞

「か
う
」
に

つ
い
て
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も

っ
て
指
示
す
る
表
現
形
式

に

「
か
く
」
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
大
き
く
与

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

㈹
、

日
記
群

で
の
会
話
文
系

で
の
使
用
率
は

「か
く
」

は
二
五

・
四
%
、

「
か
う
」
は
四
五

・
七
%
と

い
ず
れ
も
五
〇
%
を
わ

っ
て

い
る
。

「か

く
」

の
そ
れ

は
こ
と
に
著
し

い
。

日
記
と
云
う
文
体
が

必
然
的

に
会

話
文
・心
中
表
現
を
余

り
必
要
と
し
な

い
こ
と
が
大
き
な
要
因

か
に
思
う
。

㈹
、
随
筆

で
の

「
か
く
」

の
使
用
率

は
六
二

・
五
%
と
作
品
群

の
中

で
最
も
高

い
。

「か
う
」

の
そ
れ
も
又
八
四

・
二
%
と
際
立

つ
。

㈲
、
歴
史
物

語
群

の

「
か
く
」

の
使

用
率

三
五

・
五
%

と
日
記
群

に

つ
い
で
低

い
。

「
か
う
」

の
そ
れ
も
四
六

・
八
%
と

日
記
群

に

つ
い
で
低

く
五
〇
%

を
割

っ
て
い
る
。
会
話
文

・
心
中
表
現

の
少
な
さ
と
云
う
文
体
に
よ
る
と
言
え
よ
う
か
。

 

「
か
う
」

の
和
歌

へ
の
忌
避

の
範
囲
は
明
確

に
な

っ
た
と
思
う
。

又
、
土
左

日
記

・
竹
取
物
語

・
大
鏡

で
排
除
さ

れ
る

こ
と
を
成
立
時
代

の

古
さ

と
男

の
手

に
な
る

こ
と
、

つ
ま
り
は
仮
名
文
と
言
え
ど
も
漢
文
訓
み
下
し
文
体

の
残
津
と
言
え
る
多
分
に
心
理
的
な
会
話
文
系
で

の
使
わ

れ
や
す
さ

の
口
語
性

へ
の
忌
避
か
ら

の
も

の
に
ま
ず
は
考
え
る
。 
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何

回
か
見
直
し

て
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
数
値

の
誤
り
は
多

々
あ

る
か
に
案
じ
ま
す
。
大
筋

の
こ
と
と
御
理
解
下
さ
れ
ば

と
思

っ
て
お
り
ま

す
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(平
成

一
六
年

二
月

一
五
日
稿
)

註
1
 

・
中
古

に
於
け
る
指
示
副
詞

「さ
」
の
程
度
副
詞

・
陳
述
副
詞
化
に
つ
い
て
1
源
氏
物
語
を
資
料
と
し
て
1
女
子
大
國
文
第
百
二
十
五
号

(平
成

一

 
 

一
年
六
月
)

 
 

・
中
古
に
於
け
る
指
示
副
詞

「さ
」

の
程
度
副
詞

・
陳
述
副
詞
化
に

つ
い
て

(二
)
1
源
氏
物
語
以
前
の
物
語
作
品
を
資
料
と
し
て
1
女
子
大
國
文
第

 
 
百
二
十
六
号

 
 

・
中
古
に
於
け
る
指
示
副
詞

「さ
」

の
程
度
副
詞

・
陳
述
副
詞
化
に

つ
い
て

(三
)
女
子
大
國
文
第
百
二
十
八
号



 
 

・
中
古
に
於
け
る
指
示
副
詞

「か
く
」
の
程
度
副
詞

・
陳
述
副
詞
化
に

つ
い
て
 
女
子
大
國
文
第
百
三
十
号

 
 

・
中
古

に
於
け
る
指
示
副
詞

「か
く
」
+
係
助
詞
の
意
味
用
法
e

(
か
く
な
む

・
か
く
そ

・
か
く

こ
そ

・
か
く
や
)
1
そ

の
程
度
副
詞

・
陳
述
副
詞
性

 
 
-

女
子
大
國
文
第
百
三
十

一
号

 
 

・
中
古

に
於
け
る
指
示
副
詞

「か
く
」
+
係
助
詞
の
意
味
用
法
⇔

(か
く
も

・
か
く
し
も

・
か
く
は
)
1

そ
の
程
度
副
詞

・
陳
述
副
詞
性
-

女
子
大

 
 
國
文
第
百
三
十

二
号

 
 

・
中
古

に
於
け
る

「指
示
副
詞

"か
く
"

+
副
助
詞
」

の
程
度
副
詞

・
陳
述
副
詞
性
」
京
都
語
文
第
九
号

(佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会
)
二
〇
〇
二

・

 
 

一
〇

・
五

註
2
 

「か
く
」

「か
う
」
い
ず

れ
も
係
助
詞

・
副
助
詞
な
ど
を
伴
わ
な

い
も
の
に
限

っ
て
い
る
。

註
3
 

「か
う

の
み
」
・
「か
う
て
」
各

一
例
が
会
話
文
中

に
み
ら
れ
る
。

註
4
 

「と
見
か
う
見
れ
ど
」
が

地
の
文
に

}
例
、
「
か
う
か
う
」
が
二
例
会
話
文
中
に
み
ら
れ
る
。

註
5

『
指
示
副
詞

「
か
く
」
使

用
歌
に
よ
る
歌
群
表
現
1

『
古
今
和
歌
集
』
『
和
泉
式
部
続
集
』
『
四
条
宮
主
殿
集
』
に
お
け
る
ー
』
山
本
淳
子
著

『
国
語

期

 
 
国
文
』
第
七
十
巻
第
二
号

(平
成

=
二
年
二
月
)

註
6
 
『
国
語
学

論
集
』
第

一
輯

(
一
九
七
八

・
三
)
"副
詞

「か
う
」
に

つ
い
て
の
小
考
"
河
内
章
著

(京
都
学

園
大
学
教
授

・
本
学
名
誉
教
授
)

中
古

の
指
示
副
詞

「
か
う
」
に

つ
い
て


